
秋田県秋田県

　
昨
年
三
月
に
、
昭
和
二
十
二
年
度
以
前
に

作
成
さ
れ
た
「
秋
田
県
行
政
文
書
」
二
〇
，

七
四
八
点
が
、
県
指
定
有
形
文
化
財
に
な
り

ま
し
た
。
当
館
の
所
蔵
資
料
で
は
一
〇
件
目
、

近
代
資
料
で
は
初
め
て
の
指
定
で
す
。
膨
大

な
点
数
、
各
行
政
分
野
に
わ
た
る
体
系
的
な

保
存
、
近
代
的
文
書
管
理
制
度
の
早
期
導
入

な
ど
、
全
国
的
に
見
て
特
筆
す
べ
き
点
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
は
、
近
代
行
政
文
書
の
国
重
要
文
化

財
や
都
県
有
形
文
化
財
へ
の
指
定
が
増
え
て

い
ま
す
。
平
成
二
十
二
年
に
は
群
馬
県
行
政

文
書
が
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
文
化
財
指
定
さ
れ
た
都
府
県
行

政
文
書
は
九
件
で
す
が
、「
秋
田
県
行
政
文

書
」
の
点
数
は
、「
東
京
府
及
び
東
京
市
関

連
行
政
文
書
」
に
次
い
で
二
番
目
で
す
。

　「
秋
田
県
行
政
文
書
」
に
は
、 

教
育
・
兵
事
・

土
木
・
農
林
水
産
業
・
鉱
業
・
商
工
業
・
交

通
運
輸
ほ
か
各
分
野
の
歩
み
が
、
詳
細
に
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
が
閲
覧
制
限
は
無
く
、
従
来
通
り
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
文
書
館
所
蔵
の
資
料
は
後
世
へ
引
き
継

ぐ
べ
き
大
切
な
県
民
の
財
産
で
す
。

平成23年3月14日

「
秋
田
県
行
政
文
書
」

　
県
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
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秋
田
藩
家
蔵
文
書
の
中
に
明
智
光
秀
の

書
状
が
二
通
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
秋
田

藩
家
臣
の
中
川
主
馬
が
持
っ
て
い
た
も
の

で
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
六
月
二
日

の
本
能
寺
の
変
か
ら
七
日
後（
六
月
九
日
）

と
八
日
後
（
六
月
十
日
）
に
中
川
摂
津
守

宛
に
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
二
通
は

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
秋
田
史
館

の
青
印
書
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
藩
か
ら

の
お
墨
付
き
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
男
鹿
市
の
歴
史
資
料
収
蔵
庫
に

は
、
男
鹿
の
初
代
市
長
で
あ
っ
た
中
川
重

春
氏
の
御
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
明
智
光

秀
書
状
二
通
が
あ
り
ま
す
。
寛
政
十
二
年

の
秋
田
史
館
の
青
印
書
も
あ
り
ま
す
。

　
中
川
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
文
書
は
、
一

通
が
六
月
十
日
付
け
の
朱
印
状
で
内
容
も

同
じ
で
あ
り
、
家
蔵
文
書
の
原
本
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
も
う
一
通
の
明
智
光
秀
書

状
は
五
月
晦
日
付
け
で
あ
り
内
容
も
全
く

家
蔵
文
書
と
は
違
っ
て
い
ま
す
（
写
真
）。

　
こ
の
書
状
に
よ
る
と
、
本
能
寺
の
変
の

二
日
前
に
は
軍
勢
が
整
い
、
周
辺
の
領
主

に
参
加
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
信
長
打
倒

へ
向
け
用
意
周
到
な
様
子
が
見
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
定
説
の
変
更
を

迫
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
果
た
し
て
こ
の
書
状
は
、
正
文
か
偽
書

か
。
な
ぜ
家
蔵
文
書
と
違
う
文
書
と
入
れ

替
わ
っ
た
の
か
。

　
ま
ず
、宛
所
の
中
川
摂
津
守
と
は
誰
か
。

諸
士
系
図
に
は
三
家
の
中
川
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、「
中
川
氏
系
図
」
で
は
始
祖
の

重
政
が
摂
津
守
を
名
乗
っ
て
い
ま
す
。
重

政
の
子
・
重
忠
の
時
、
慶
長
二
年
（
一
五

九
七
）
に
佐
竹
義
宣
に
仕
え
、
国
替
え
に

と
も
な
っ
て
久
保
田
へ
移
住
し
ま
し
た
。

は
じ
め
母
方
の
氏
の
人
見
を
名
乗
っ
て
お

り
、
重
忠
の
子
・
重
家
の
出
仕
の
時
か
ら

本
氏
の
中
川
に
戻
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
文
書
を
提
出
し
保
管
し
て
き
た
中
川

家
は
こ
の
家
と
見
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
中
川
主
馬
は
寛
政
期
に
改
め
て
先
祖
の

中
川
摂
津
守
宛
て
の
明
智
光
秀
の
書
状
を

藩
に
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
五
月
晦

日
付
け
の
書
状
は
、
真
贋
の
吟
味
の
際
に

は
ず
さ
れ
二
通
の
み
が
家
蔵
文
書
と
し
て

臨
写
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
家
蔵
文
書

に
臨
写
さ
れ
た
六
月
九
日
付
け
の
書
状
が

失
わ
れ
、
代
わ
り
に
家
蔵
文
書
に
は
と
ら

れ
な
か
っ
た
五
月
晦
日
付
け
の
書
状
が
残

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
明
智
光
秀
書
状
は
、
真
贋
の

検
討
は
必
要
で
す
が
、
天
正
十
年
六
月
二

日
の
本
能
寺
の
変
を
め
ぐ
る
興
味
深
い
内

容
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
男
鹿
市
教
育
委
員
会
で
は

目
黒
周
兵
衛
家
の
日
記
を
中
心
と
す
る
文

書
群
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
男
鹿
市
教
育

委
員
会
の
御
厚
意
で
、
全
三
五
点
の
う
ち

三
三
点
を
当
館
で
マ
イ
ク
ロ
撮
影
し
複
製

本
を
作
成
し
ま
し
た
。
大
い
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
目
黒
周
兵
衛
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一

一
）
に
滝
川
村
で
生
ま
れ
、
北
浦
村
の
肝

煎
を
勤
め
植
林
事
業
に
功
績
を
残
し
た
人

物
で
す
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
か
ら

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
ま
で
の
日
記
が

残
っ
て
い
ま
す
。（
古
文
書
班
　
佐
藤
隆
）

目黒家文書目録（男鹿市教育委員会）
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表紙なし

表紙なし

表紙なし

表紙なし

表紙なし

2冊目

丙寅

解読済

明治五壬申　明治六癸
酉  明治八乙亥  明治九

1頁欠、表紙なし

卯年頭書

（日記）

日記　暁清

申年頭書　目黒暁清

（日記）

丁巳午年日記

（日記）

日記　目黒暁清

（日記）

（日記）

二番日記　暁清　辛酉初冬日

癸亥頭書　暁清　功過格二改ル

日記　癸

甲子日記　暁清

久保田諸士分限帳　上

久保田諸士分限帳　中

久保田諸士分限帳　下

乙丑日記　暁清

乙丑頭書　暁清

丙寅頭書　暁清

丙寅日記

随筆　暁清

戊辰頭書

戊辰日記

戊辰日記

清孝

巳日記　目黒暁清

暁清　清孝

甲寅参年正月吉日　日誌

頭書日誌　甲寅参年六月吉日乙

家事日誌　丙丑年　辰八月

（日記）

日記

天保2

天保10～13

天保12

安政元

安政3～5

安政4

安政6

安政6

万延元～2

万延2

文久元

文久3

文久3

文久4

元治元

元治元？

元治元

元治2

慶応元

慶応2

慶応2

慶応2

明治

明治元

明治元

明治元

明治2

明治5

大正3

大正3

大正5

秋
田
藩
家
蔵
文
書
の
中
に
明
智
光
秀
の

現
在
、
男
鹿
市
の
歴

謎
の
明
智
光
秀
書
状

資
料
紹
介



旧制女学校に関する主な資料
資　　料　　名 和 暦 西 暦 備　考資料番号

930103-03297

930103-06251

930103-06252

930103-06253

1899

1908

1909

1909

秋田高等女学校設立に関する書類

能代港町長、横手町長、大曲町長ヘ
予算書提出の件

鹿角郡小坂実高等女学校学科目
加設並に教授時数変更の件

文部大臣より県立秋田高等女学校
外四校生徒定員変更の件認可

増田町立実科高等女学校学則改正報告

大館・横手・能代・大曲・本荘の各実科
高等女学校を県立高等女学校とした
際の関係書

告示0097 秋田県立角館高等女学校設置

高等女学校卒業式告辞案

高等女学校ニ関スル書類

女子師範学校建築費

女子師範学校建築費

高等女学校建築費

明治32

明治41

明治42

明治42

930103-03452 1915実科高等女学校書類 大正04

930103-03161 1916内務部教兵課事務簿 大正05

930103-00699 1921式辞綴

930103-03444 本荘高等女学校敷地関係

大正10

930103-03462 1926花輪実科高等女学校設立関係 大正15

930103-03463 1926湯沢高等女学校県移管関係 大正15

930103-03480 1926五高等女学校県移管関係 大正15

県報-00090 1928秋田県報 昭和03

930103-03994 1928私立聖霊高等女学院増築工事 昭和03

930103-03464 1929
能代高等女学校寄宿舎建築費
寄附及建築書類

昭和04

930103-03466 1930
花輪高等女学校県移管並敷地
校舎寄附書類

昭和05

930103-03461

930103-03377

1932

1932

土崎実科高等女学校ヲ高等女学校
ニ組織変更関係書類

学務課事務簿

昭和07

昭和07

1924大正13

930103-03472 県立学校生徒定員変更書類 1924大正13

930103-03481 大館横手両高等女学校建築費
寄附ニ関スル書類

1924大正13
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当
館
に
は
明
治
か
ら
戦
前
期
に
か
け

て
、
秋
田
県
が
作
成
し
た
教
育
関
係
の
公

文
書
が
数
多
く
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
は
旧
制
中
学
校
や
実
業
学
校
、
尋

常
高
等
小
学
校
、
実
業
補
習
学
校
に
関
す

る
も
の
な
ど
、
学
校
教
育
に
関
係
し
た
公

文
書
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
今
回
取
り
上
げ
る
女
学
校
に
つ
い
て

は
、別
表
に
主
な
も
の
を
あ
げ
ま
し
た
が
、

こ
の
他
に
も
簿
冊
の
中
に
女
学
校
に
関
す

る
内
容
が
含
ま
れ
る
も
の
を
含
め
ま
す

と
、
約
三
〇
〇
冊
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

　
明
治
期
の
秋
田
県
に
お
け
る
女
子
中
等

教
育
は
、
普
通
教
育
に
お
け
る
女
子
の
就

学
率
が
明
治
三
十
年
代
に
入
っ
て
も
四
割

程
度
と
伸
び
悩
ん
で
い
た
り
、
旧
制
中
学

校
や
実
業
学
校
の
整
備
が
優
先
さ
れ
た
こ

と
な
ど
も
あ
っ
て
、
な
か
な
か
進
み
ま
せ

ん
で
し
た
が
、明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）

の
秋
田
県
女
子
師
範
学
校
（
現

‥

秋
田
大

学
教
育
文
化
学
部
）、
明
治
三
十
四
年
の

秋
田
高
等
女
学
校
（
現

‥

秋
田
北
高
校
）

創
設
を
は
じ
め
と
し
て
、
徐
々
に
そ
の
環

境
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
た
だ
し
高
等
女
学
校
の
増
設
は
な
か
な

か
進
ま
ず
、
秋
田
高
等
女
学
校
創
設
か
ら

十
二
年
後
の
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に

な
っ
て
、
各
地
に
実
科
高
等
女
学
校
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
実
科
高
等
女
学
校
は
高

等
女
学
校
に
比
べ
て
家
政
教
育
を
重
視
し

た
教
育
課
程
の
学
校
で
、
高
等
小
学
校
と

の
併
置
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
同
年

に
創
設
さ
れ
た
の
は
大
館
（
現

‥

大
館
桂

高
校
）・
横
手（
現

‥

横
手
城
南
高

校
）・
大
曲（
現

‥

大
曲
高
校
）
で
、

そ
の
後
本
荘
・
花

輪
・
小
坂
・
鷹
巣
・

能
代
・
五
城
目
・

増
田
・
湯
沢
な
ど

に
相
次
い
で
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
実

科
高
等
女
学
校
は

昭
和
十
八
（
一
九

四
三
）
年
ま
で
に

そ
の
ほ
と
ん
ど
が

高
等
女
学
校
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
私
立
女
学
校
に

つ
い
て
は
、
明
治
四
十
二
年
に
聖
霊
女
子

学
院
（
現

‥

聖
霊
女
子
短
期
大
学
附
属
高

校
）、
翌
年
に
は
阿
仁
実
科
女
学
校
が
設

立
さ
れ
る
な
ど
、
各
地
に
設
置
の
動
き
が

あ
り
ま
し
た
。

　
当
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
に
は
、

女
学
校
の
創
設
に
関
わ
る
書
類
や
校
舎
設

計
図
面
、
教
育
課
程
、
実
科
高
等
女
学
校

か
ら
高
等
女
学
校
へ
の
組
織
変
更
書
類
、

卒
業
式
に
お
け
る
知
事
の
告
辞
案
な
ど
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
能
代
実
科

高
等
女
学
校
（
現

‥

能
代
北
高
校
）
は
能

代
女
子
尋
常
高
等
小
学
校
と
の
併
設
で
し

た
。
大
正
五
年
三
月
の
能
代
実
科
高
等
女

学
校
の
開
校
式
に
お
け
る
知
事
の
告
示
案

が
当
館
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

能
代
女
子
尋
常
高
等
小
学
校
の
増
築
落
成

式
を
兼
ね
た
も
の
で
し
た
。

　
告
辞
で
は
「
賢
母
良
妻
は
健
全
な
る
家

庭
の
要
素
に
し
て
、
健
全
な
る
家
庭
は
国

家
隆
昌
の
基
礎
で
あ
る
」
と
始
ま
り
、
家

庭
を
支
え
る
女
子
教
育
の
重
要
性
と
、
能

代
港
町
に
お
け
る「
女
子
高
等
普
通
教
育
」

の
開
始
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　
戦
後
、
高
等
女
学
校
・
実
科
高
等
女
学

校
は
、
旧
制
中
学
校
・
実
業
学
校
な
ど
と

と
も
に
新
制
の
高
等
学
校
と
し
て
整
備
さ

れ
ま
し
た
が
、
戦
前
の
実
科
を
ひ
き
つ
い

だ
生
活
科
学
科
や
衛
生
看
護
科
な
ど
、
戦

後
の
女
子
高
校
に
お
い
て
も
、
特
色
あ
る

教
育
課
程
が
編
制
さ
れ
、
各
地
域
に
根
ざ

し
た
教
育
が
な
さ
れ
、
多
く
の
卒
業
生
を

社
会
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
県
内
に
お
け
る
公
立
女
子
高
校

は
、
共
学
校
と
な
り
、
あ
る
い
は
統
廃
合

の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
統
合
対
象

と
な
っ
て
い
る
学
校
に
つ
い
て
は
、
地
元

で
も
惜
し
む
声
が
あ
る
よ
う
で
す
。
女
学

校
が
培
っ
て
き
た
学
校
の
特
色
と
い
う
部

分
を
学
ん
で
未
来
に
引
き
継
い
で
い
け
る

よ
う
、
公
文
書
館
は
記
録
を
未
来
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
公
文
書
班
　
煙
山
英
俊
）

資
料
紹
介

当
館
に
は
明
治
か
ら
戦
前
期
に
か
け

か
進
ま
ず
、
秋
田
高
等
女
学

資
料
紹
介

旧
制
女
学
校
関
係
資
料
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今
年
度
の
展
示
は「
戦
国
時
代
の
秋
田
」

を
テ
ー
マ
に
秋
田
藩
家
蔵
文
書
を
紹
介
し

ま
し
た
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
様
々
な
古
文

書
の
様
式
を
紹
介
し
ま
し
た
。
紹
介
し
た

文
書
様
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。
家
蔵
文

書
に
あ
る
文
書
数
も
上
げ
て
あ
り
ま
す
。

〈
前
期
〉綸
旨
二
五
通
　
宣
旨
五
通

   

　
　
奉
書
三
八
通
　
起
請
文
五
八
通

〈
後
期
〉下
文
一
三
通
　
下
知
状
一
六
通

　
　
　
御
内
書
九
通
　
印
判
状
一
一
八
通

　
日
本
の
古
文
書
は
公
式
令
か
ら
は
じ
ま

り
ま
す
。
下
文
系
統
の
文
書
は
、宣
旨（
官

宣
旨
）
か
ら
下
文
、
下
知
状
と
つ
づ
き
、

戦
国
時
代
に
は
直
状
形
式
の
御
内
書
や
そ

の
略
式
で
あ
る
印
判
状
へ
と
変
化
し
ま
し

た
。
一
方
、
奉
書
形
式
の
文
書
は
、
綸
旨

や
幕
府
奉
書
や
御
教
書
へ
と
発
展
し
ま
し

た
。
ま
た
、
神
仏
を
相
手
に
誓
書
の
形
を

と
る
起
請
文
も
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
実
際

に
展
示
し
た
資
料
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

  

〈
前
期
〉

26
|
92
　
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
写（
建
武
元
）

10
|
10
　
官
宣
旨
案
（
元
弘
三
）

18
|
37
　
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書

（
延
徳
三
）

52
|
８
　
佐
竹
義
重
起
請
文
（
永
禄
七
）

  

〈
後
期
〉

10
|
21
　
足
利
尊
氏
下
文
（
貞
和
元
）

10
|
２
　
足
利
直
義
下
知
状
（
康
永
二
）

３
|
４
　
足
利
義
昭
御
内
書
（
永
禄
八
）

27
|
28
　
秋
田
実
季
黒
印
状
（
慶
長
五
）

　
古
文
書
の
様
々
な
様
式
を
「
書
札
礼
」

と
い
い
ま
す
が
、
四
千
点
の
中
世
の
文
書

か
ら
な
る
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
は
、
書

札
礼
の
典
型
的
な
例
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
資
料
群
で
も
あ
り
ま
す
。

　
複
製
本
を
閲
覧
室
に
完
備
し
て
い
る
の

で
、
実
際
に
手
に
と
っ
て
御
覧
下
さ
い
。

　
八
月
二
十
九
日
（
日
）「
県
の
記
念
日
」

と
十
一
月
三
日
（
水
）「
文
化
の
日
」
に
、

「
懐
か
し
き
昭
和
30
年
代
の
秋
田―

『
県

政
映
画
』
上
映
会―

」
を
三
階
多
目
的
ホ

ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。 「
県
政
映
画
」

は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
か
ら
制

作
が
始
ま
っ
た
一
〇
分
程
度
の
ニ
ュ
ー
ス

映
画
で
、
県
内
の
各
映
画
館
で

本
編
映
画
の
幕
間
に
上
映
さ
れ

て
い
た
も
の
で
す
。

　「
県
の
記
念
日
」
に
は
、
岩

城
町
道
川
（
現
・
由
利
本
荘
市
）

で
の
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
（
昭

和
三
十
三
年
）
な
ど
を
含
む
「
県

政
映
画
」
を
上
映
し
、
五
五
名

の
方
が
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
文
化
の
日
」
に
は
、

秋
田
城
跡
発
掘
開
始
（
昭
和
三

十
四
年
）
の
ほ
か
「
文
化
の
日
」

に
ち
な
ん
だ
五
本
を
上
映
し
、

七
六
名
の
方
が
鑑
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

当
時
を
懐
か
し
む
声
が
多
か
っ

た
一
方
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た
昔

の
秋
田
に
新
鮮
な
驚
き
と
興
味
を
覚
え
た

感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
引
き
続
き
県
政
上
映
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
来
年
度
も
多
く

の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

り
ん 

じ

せ
ん 

じ

ほ
う
し
ょ

き
し
ょ
う
も
ん

く
だ
し
ぶ
み

げ   

ち 

じ
ょ
う

ご  

な
い
し
ょ

い
ん
ぱ
ん
じ
ょ
う

み
ぎ
ょ
う
し
ょ

く
し
き
り
ょ
う

平
成
二
十
二
年
度
　
秋
田
県
公
文
書
館
企
画
展

5

８

佐
竹
義
重
起
請
文
（
永
禄
七
）

画
展

様
々

な
書
札
礼

「
県
政
映
画
」上
映
会

八
月
二
十
九
日
（
日
）「
県
の
記
念
日
」

の
秋
田
に
新
鮮
な
驚
き
と
興
味
を
覚
え
た

「
県
政
映
画
」上
映
会

懐
か
し
き
昭
和
30
年
代
の
秋
田

今
年
度
の
展
示
は「
戦
国
時
代
の
秋

平
成
二
十
二
年
度

秋
田
県秋

田
」

52
|

県
公
文
書
館
企
画様

々

『
戦
国
時
代
の
秋
田

　
|
秋
田
藩
家
蔵
文
書
の
世
界
|
』よ
り



5 ● 秋田県公文書館だより

  　
平
成
二
十
二
年
度
の「
公
文
書
館
講
座
」

を
左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
し
た
。

　「
古
文
書
入
門
コ
ー
ス
」
二
三
七
名
、 

「
古
文
書
解
読
コ
ー
ス
」
一
一
六
名
、「
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
」
一
一
七
名
、
の
べ

四
七
〇
名
の
参
加
が
あ
り
、
ど
の
講
座
も

活
気
に
あ
ふ
れ
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
よ
り
充
実
し
た
講
座
を
め
ざ

し
て
、
い
く
つ
か
の
新
し
い
試
み
を
し
て

み
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
入
門
コ
ー
ス
で

次
回
の
教
材
を
事
前
配
布
し
た
り
、
古
文

書
解
読
コ
ー
ス
で
翻
刻
文
を
付
け
る
な

ど
、
受
講
す
る
方
々
が
古
文
書
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
ま

し
た
。
受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
家

に
帰
っ
て
読
み
返
す
の
に
と
て
も
助
か

る
」、「
翻
刻
文
の
配
付
は
大
変
よ
く
、
来

年
度
も
必
ず
渡
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
入
門
コ
ー
ス
第
四
回
目
に
閲
覧

室
見
学
を
取
り
入
れ
当
館
の
施
設
や
資
料

の
紹
介
を
し
た
り
、
入
門
コ
ー
ス
第
五
・

六
回
目
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
第
三
回

目
の
講
座
を
同
時
期
に
開
催
し
た
企
画
展

（
四
ペ
ー
ジ
参
照
）
と
関
連
さ
せ
、
展
示

室
で
の
解
説
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
他
事

業
と
の
連
携
を
は
か
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
講
座
終
了
後
、
当
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
講
座
内
容
と
使
用
資
料
の

紹
介
を
し
ま
し
た
。
左
図
の
よ
う
に
、
入

門
コ
ー
ス
で
使
用
し
た
資
料
の
写
真
や
翻

刻
文
・
簡
単
な
解
説
の
ほ
か
、
館
や
閲
覧

室
の
利
用
方
法
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
自
宅
で
の
学
習
教
材
と
し
て
活
用
し

て
い
た
だ

き
、
古
文

書
の
魅
力

を
知
っ
て

い
た
だ
け

れ
ば
幸
い

で
す
。

　
平
成
二

十
三
年
度

も
、
よ
り

充
実
し
た

講
座
に
な

る
よ
う
努

め
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

アーカイブズコース 歴史資料や公文書館の諸活動に
興味・関心のある方を対象に実施

古文書解読コース これまでに古文書を読んだ経験のある方、
現在勉強されている方を対象に実施

古文書入門コース
実　　施　　日

第１回　7/10 (土) 　　　　第２回　7/24 (土)

第３回　8/ 7 (土) 　　　　第４回　8/21 (土)

第５回　9/ 4 (土) 　　　　第６回　9/18 (土)

はじめて古文書を学ぶ方を対象に、
６回連続で実施

実施日
第１回

第２回

第３回

第４回

10/ 8 (金)

10/22 (金)

11/ 5 (金)

11/19 (金)

久保田城下の町人ライフ
　　～「米沢町記録」より～

秋田県の旧制女学校

戦国時代の秋田
　　～平成２２年度企画展より～

県指定有形文化財
　　　「秋田県行政文書」について

テ　　ー　　マ

実施日
第１回

第２回

第３回

第４回

7/27 (火)

8/10 (火)

8/24 (火)

9/ 7 (火)

家醸酒禁止の利害について
　　～中山菁莪の草稿を読む～

儒者山本北山と秋田藩

江戸後期秋田藩の藩政改革　上
　　～「御亀鑑」を読む～

「御上覧の町踊り」ほかを読む

テ　　ー　　マ

「
公
文
書
館
講
座

み

。

ば
、

公
文
書
館
講
座

平
成
二
十
二
年
度
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市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用

推
進
会
議
は
、
県
内
市
町
村
の
各
担
当
者

の
情
報
交
換
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
今
年
度
は
十
一
月
十
二
日（
金
）に
開

催
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
に
は
、国
文
学
研
究
資
料
館
・

総
合
研
究
大
学
院
大
学
の
高
橋
実
教
授
を

お
迎
え
し
て
「
自
治
体
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と

公
文
書
管
理
法
」
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
国
で
は
公
文
書
管
理
法
を
制
定
し
、
公

文
書
の
管
理
を
改
革
し
、
誤
廃
棄
や
行
方

不
明
を
防
ぎ
過
去
の
公
文
書
の
利
用
を
円

滑
に
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
行

政
事
務
の
効
率
化
ば
か
り
で
な
く
、
国
民

の
利
用
に
供
す
る
こ
と
で
主
権
者
へ
の
説

明
責
任
を
果
た
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
主
権
者
で
あ
る
住
民
へ
の
説
明
責
任
が

あ
る
こ
と
は
自
治
体
も
同
様
で
、
国
と
同

様
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
各
参
加
者
と
も
基
調
講
演
に
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
講
演
の
詳
細
は

当
館
の
「
研
究
紀
要
」
第
一
七
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
会
議
の
後
半
で
は
、
秋
田
市
・
男
鹿
市
・

美
郷
町
か
ら
条
例
の
検
討
状
況
や
公
文

書
・
古
文
書
整
理
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
事
例
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
ふ
ま
え

て
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
文
書
管
理
法
の
施
行
を
見
据
え
て
、

県
内
で
も
公
文
書
館
機
能
の
新
設
や
公
文

書
・
歴
史
資
料
の
保
存
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
動
き
が
あ
り
ま
す
。
当
館
と
し
て
も

各
市
町
村
や
関
係
方
面
と
の
情
報
の
共
有

化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
動

き
に
助
言
・
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
県
の
各
部
所
で
作
成
さ
れ
県
庁
舎
地
下

書
庫
な
ど
で
保
存
さ
れ
て
い
る
公
文
書

は
、
保
存
期
間
経
過
後
に
公
文
書
館
へ
毎

年
引
き
渡
さ
れ
て
き
ま
す
。

　
前
年
度
引
渡
し
を
受
け
た
総
数
は
下
表

の
と
お
り
約
九
六
〇
〇
件
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
当
館
独
自
の
選
別
基
準
に

よ
り
評
価
・
選
別
を
行
い
、
後
世
に
継
承

す
べ
き
県
政
資
料
と
な
る
公
文
書
な
ど
約

一
三
〇
〇
件
を
、
利
用
者
へ
の
公
開
等
に

備
え
て
当
館
の
書
庫
に
保
存
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
当
館
に
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る

も
の
の
う
ち
、
作
成
後
三
十
年
経
過
し
た

公
文
書
に
つ
い
て
は
、
毎
年
利
用
者
へ
の

公
開
に
向
け
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

侵
害
す
る
情
報
が
あ
る
か
ど
う
か
を
主
眼

に
点
検
し
、
作
成
原
課
と
の
協
議
を
経
て
、

目
録
作
成
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
な
ど
公

開
に
向
け
た
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
公
開
対
象
と
し
た
公
文
書
の
内
訳

は
下
表
の
と
お
り
で
、
合
計
九
二
六
件
で

す
。
ど
な
た
で
も
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
閲
覧
請

求
の
上
原
本
を
（
非
公
開
情
報
は
被
覆
の

上
）
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

平成21年度引渡し・保存状況

保存率保存件数引渡件数

１，３３４件
（1,914冊）

４６件
（59冊）

３２件
（53冊）

２７件
（28冊）

４件
（4冊）

１，２２５件
（1,770冊）

４６件
（59冊）

３２件
（53冊）

２７件
（28冊）

４件
（4冊）

９，５０９件
（15,954冊）

理
由

内
　
　
訳

平成22年新規公開状況

※１ 非公開とすべき年数が満了した時に公開となる
※２ 情報公開条例による公開請求対象となる

公 開 と 決 定

非 公 開 と 決 定

作 成 原 課 で 現 在 も
利用している （ ※ ２ ）

非 公 開 情 報 が 多 数
含まれている （ ※ １ ）

新規公開の候補とした公文書 1,578件

926件

652件

242件

410件

12.9％

100.0％

100.0％

100.0％

100.0％

13.9％

知事部局から

教 育 庁 か ら

人事委員会から

監査委員から

収用委員会から

合 計 ９，６１８件
（16,098冊）

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用

推
進
会
議
は
、
県
内
市
町
村
の
各
担
当
者

美
郷
町
か
ら
条
例
の
検
討
状
況
や
公
文

書

古
文
書
整
理
の
取

組
み
な
ど
に

市
町
村
公
文
書
・

　
　
歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議

県
の
各
部
所
で
作
成

れ
県
庁
舎
地
下

公
文
書
の
引
渡
し
・
公
開
状
況
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宇
都
宮
孟
綱（
一
八
〇
一
〜
一
八
九
一
）

は
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
家
老

に
就
任
し
、
秋
田
藩
政
の
中
心
で
活
躍
し

た
人
物
で
す
。
宇
都
宮
の
日
記
は
一
二
七

冊
あ
り
、
天
保
十
二
年
六
月
二
十
九
日
の

家
老
就
任
前
日
か
ら
、
明
治
元
年
（
一
八

六
八
）
末
に
到
る
二
十
八
年
間
の
内
容
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
公
文
書
館
で
は
平
成
十
七
年
度
か
ら

『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
の
翻
刻
・
刊
行
事

業
に
着
手
し
、
現
在
第
一
巻
か
ら
第
六
巻

（
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
十
二
月
晦
日

ま
で
）
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
最
新
の
『
宇
都
宮
孟
綱
日

記
』
第
六
巻
か
ら
、
そ
の
魅
力
を
紹
介
し

ま
す
。

　
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
三
日
、

大
老
井
伊
直
弼
が
登
城
中
、
水
戸
浪
士
等

十
八
人
に
白
昼
襲
わ
れ
る
と
い
う
衝
撃
的

な
知
ら
せ
が
日
本
全
国
を
駆
け
め
ぐ
り
ま

す
。
当
時
秋
田
に
在
番
し
て
い
た
宇
都
宮

孟
綱
は
、
事
件
後
十
四
日
に
そ
の
報
告
を

受
け
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
記
し
て
い
ま

す
。

　
当
月
三
日
上
巳
御
礼
と
し
て
、
諸
侯
方

　
御
登
　
城
之
所
、
井
伊
掃
部
頭
様
当
時

　
御
大
老

御
登
　
城
掛
、
外
桜
田
門
外
之

　
外
、…

其
処
ニ
て
水
戸
家
之
浪
人
・
薩

　
州
公
様
之
士
壱
人
都
合
廿
人
程
、
及
狼

　
藉
井
伊
公
を
短
筒
ニ
て
打
、
夫
よ
り
御

　
駕
籠
を
刀
ニ
て
刺
通
し
、
双
方
之
即
死

　
数
多
、
手
負
も
多
く
、
井
伊
侯
玉
に
御

　
中
り
、
且
御
駕
籠
を
刺
候
故
、
御
存
命

　
処
ニ
も
無
之
様
子
、
前
代
未
聞
之
珍
事

　
公
辺
を
不
恐
致
方
奉
恐
入
候…

和
漢
古

　
今
治
世
ニ
ヶ
様
之
義
有
之
事
共
不
被
存

　
候
、
扨
々
此
後
之
御
所
置
如
何
可
相
成

　
候
や
、
天
下
之
形
勢
も
如
何
と
薄
氷
を

　
跡
ム
思
ニ
有
之
候
也

天
下
の
形
勢
も
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、

薄
氷
を
踏
む
思
い
で
あ
る
、
と
短
い
文
章

な
が
ら
も
世
相
の
先
行
き
に
不
安
を
抱
い

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
桜
田
門
外
の
変
か
ら
一
月
後
の
閏
三
月

三
日
、
宇
都
宮
孟
綱
（
当
時
数
え
で
六
十

歳
）
に
喜
ば
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
宇
都
宮
帯
刀
嫡
子
四
郎
御
相
手
番
被
仰

　
付
、
乗
輿
御
免
被
成
下
難
有
奉
存
候

と
息
子
の
四
郎
が
、
家
老
に
次
ぐ
御
相
手

番
に
就
任
し
ま
す
。
ま
た
、同
日
の
条
に
、

一
拙
者
儀
、
今
年
迄
御
役
廿
ヶ
年
相
勤
、

　
同
姓
も
三
十
八
歳
ニ
罷
成
候
、
御
先
例

　
も
多
く
有
之
候
ニ
付
、
右
御
例
ニ
基
き

　
被
仰
付
候
事
ニ
可
有
之
、
重
畳
難
有
仕

　
合
奉
存
候

と
記
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
彼
の
祖
先

で
あ
る
典
綱
（
六
五
歳
）
が
家
老
職
十
九

年
の
時
、
充
綱
（
三
五
歳
）
が
同
様
に
御

相
手
番
に
就
任
し
た
先
例
な
ど
を
引
き
合

い
に
出
し
、

　…

父
子
勤
ニ
付
御
合
力
も
被
下
候
義
、

　
御
時
節
柄
恐
入
難
有
仕
合
奉
存
候

家
老
職
と
し
て
勤
続
二
十
年
を
評
価
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
へ
の
感
慨
深
い
心
情
が
表

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
ヶ
月
半
前
に
は
嫡

孫
の
保
綱
が
、
十
四
歳
で
元
服
を
す
ま
せ

て
お
り
、
時
代
の
流
れ
と
は
逆
に
宇
都
宮

家
の
今
後
の
繁
栄
を
信
じ
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
第
六
巻
は
、
こ
の
他
に
も
、
日
米
修
好

通
商
条
約
、
将
軍
家
定
薨
去
、
家
茂
将
軍

就
任
、
安
政
の
大
獄
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

う 

つ
の 

み
や 

た
け
つ
な

（
マ
ヽ
）

１
　
桜
田
門
外
の
変

２
　
嫡
子
四
郎
通
綱
、

　
　
　
　
御
相
手
番
就
任
　

 

『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
は
、
各
巻
五

千
円
で
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

御
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

  

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

  

　
電
話  

〇
一
八（
八
八
八
）三
五
〇
〇

〒
〇
一
一
|
〇
九
〇
一

秋
田
市
寺
内
三
千
刈
一
一
〇
|
一

県
公
文
書
館
で
は
平
成
十
七
年
度
か
ら

『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』

　
　
　
　
　
第
六
巻
に
つ
い
て

刊
行
物
の
紹
介



４
／
１
・
５
／
２
・
６
／
１
・
７
／
１

８
／
１
・
９
／
１
・
10
／
３
・
11
／
１

２
／
１
・
３
／
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当
館
で
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
三
十

日
か
ら
九
月
三
日
の
五
日
間
、「
秋
田
県

公
文
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
用
と
維
持

管
理
」
を
実
習
テ
ー
マ
に
し
て
、
秋
田
工

業
高
等
専
門
学
校
の
学
生
一
名
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
一
見
接
点
の
な
い
、
公
文
書
館
と
国
立

高
専
と
い
う
機
関
同
士
で
す
が
、
電
気
情

報
工
学
科
の
学
生
と
い
う
こ
と
で
、
公
文

書
館
の
資
料
管
理
の
根
幹
と
い
え
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
実
際
の
運
用
を
見
る
こ
と

で
、
専
門
分
野
で
生
か
せ
る
何
か
を
学
び

取
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
研
修
テ
ー
マ
を
設

定
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
取
り
組
ん
だ
内
容
と
し
て
は
、

 

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
内
容
、
使
用
目
的

　
及
び
操
作
の
実
習

 

・
書
庫
内
で
の
配
架
情
報
整
理
作
業

 

・
書
庫
内
で
変
更
に
な
っ
た
事
項
に
関

　
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
理

な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
普
段
使
っ
て
い
る
Ｐ
Ｃ
が
、
業
務
用
Ｄ

Ｂ
の
端
末
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
場
面

を
見
る
な
ど
、
電
気
情
報
工
学
科
の
学
生

に
と
っ
て
、
意
義
の
あ
る
研
修
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
当
館
で
は
、
業
務
運
営
に
関
す
る
情
報

交
換
を
目
的
に
、
学
識
経
験
者
、
利
用
者

及
び
市
町
村
推
薦
の
委
員
で
構
成
す
る
懇

話
会
を
年
二
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
二
年
度
は
、
第
一
回
を
六
月

三
十
日
（
水
）、
第
二
回
を
十
二
月
二
日

（
木
）
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
公
文
書
管
理
法
制
定
に
か

か
わ
る
県
内
市
町
村
の
取
り
組
み
、
博
物

館
と
の
役
割
分
担
及
び
資
料
の
保
管
な
ど

に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
印
刷
物
は
一
、五
〇
〇
部
作
成
し
、そ
の
経
費
は
一
部
当
り
三
二
・
六
二
円
で
す
。

◆
開
館
時
間

　
【
平
　
日
】　

　
　

10
時
〜
20
時（
４
月
〜
10
月
）

　
　

10
時
〜
19
時（
11
月
〜
３
月
）

　【
土
・
日
、
祝
日
】

　
　

10
時
〜
18
時（
通
年
）

◆
休
館
日（
平
成
23
年
度
）

　
年
末
年
始（
12
月
28
日
〜
１
月
３
日
）

　

特
別
整
理
期
間（
12
月
１
日
〜
９
日
）
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秋田県公文書館
　　　「古文書相談」係
TEL 018（866）8301

【日　時】

【受　付】

【会　場】

【相　談】

【その他】

【問合先】

毎月第2・第 4火曜日
　13：00～16：00

公文書館
　　特別閲覧室1（2階）

公文書館　
　　閲覧室カウンター（2階）

古文書の解読、内容相談など
（ただし、資料の全文解読、書
 画等の解読、価格評価・鑑定、
 懸賞や学習課題の回答に関す
 る相談は除きます。）

事前の予約をお願いします。
相談は一人30分以内を目安
とします。

古文書相談日のご案内

館
時
間日】

利
用
案
内

当
館
で
は
、
業
務
運
営
に
関
す
る
情
報

公
文
書
館
懇
話
会

当
館
で
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
三
十

九

三

五

間
、「
秋

県

定
し
ま
し
た
。

実
際

取

組
ん
だ
内
容

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ

高
等
専
門
学
校
生
徒

公
文
書
館


